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 おっぱまタウン  コールセンター 

問呟只和
ク イ ズ

 
日本語の意味や独特の表現

を再発見するような特集を

良く見かけるようになりま

した。住まいにも面白い言

葉が使われています。建物

の軒下など外壁に沿った周

囲の地面を石や砂利で敷き

固めた部分の呼び名は、次

のうちどれでしょうか。 
 

  ① 犬走り  ② 砂かぶり 

  ③ 土間   ④ うしにわ 

 これから秋が深まり、年末にかけて

の追浜は、イベントが目白押しです。 

 

11月3日(木)11:30～15:30 

   日産自動車追浜工場｢オープンデー｣ 

 工場見学ツアー、模擬店コーナーほか 

11月下旬 

 横須賀おっぱまワイン第4弾発売予定 

11月27日(日)15:00～17:00  

 おっぱまワイン寄席 柳家喬太郎ほか 

 エルシャンテ追浜 一般2,000円 

12月3日(土)15:00～20:00  

 ナイトバザール｢おっぱまでござーる｣ 

 大道芸、フリーマーケットほか 

12月4日(日)10:00～13:00 

 全国車椅子マラソン日産カップ2005 

 フルマラソン、ハーフマラソンほか 

 

 尚、詳細につきましては、

「おっぱまタウン」をご覧く

ださい。追浜周辺で開催され

るイベントや、地域ガイドな

ど情報満載です。 
 

 http://www.oppama-town.com/ 

クイズ (第43号) の答え 
リフォーム詐欺事件で逮捕

された会社の訪問販売員が

感触の良かった家の電気や

ガスメーター、表札などに

残 し て い っ た、別 名 OK

マークと呼ばれる記号は、

①  です。もしも、ご

自宅の表札に  がつい

ていたら、消しておい

た方が無難かもしれま

せん。 

 

♪垣根の垣根のまがりかど 

たき火だ たき火だ 落葉

たき。童謡「たき火」は、

東京中野の新井に住んでい

た巽聖歌氏が、散策中の初

冬の風景を描いたものとさ

れています。最近では、垣

根は中の様子が見ることが

できないので、泥棒に入ら

れやすい家ということで

×。立ちのぼる白い煙が火

事だと誤報される可能性が

あるので×。さらに、ダイ

オキシンが発生する可能性

があるので×。 

「たき火」のまがりかど。 

雑句芭欄
ざ っ く ば ら ん

 た 

   たき火 

つ
の
だ 

 

ひ
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 市政に関する各種手続き、

施設やイベントなどの情報か

ら生活の悩みや相談などにつ

いて、１か所の専門のセン

ターで懇切丁寧に案内する

コールセンターが設置されました。自

分で調べる時間がない場合や、どこに

聞いたらよいかわからない場合など、

気軽に問い合わせることができます。 

 たとえば、「この辺で紅葉が綺麗な

所はどこ？」「年金手帳を紛失した

ら、どうしたらいいの？」といった質

問でも大丈夫です。質問内容によって

は、時間を要することがありますが、

「たらい回し」されることなく、通話

料金だけで解決できます。 
 
 

横須賀市(7:00～23:00 年中無休) 

       TEL 046(822)2500 

       FAX 046(822)2539

横浜市 (8:00～21:00 年中無休) 

    TEL 045(664)2525 

       FAX 045(664)2828 

 あ～きっと、たぶん、いや、必ずお役に立ちます 

 企業向けには、顧客管理、販売管理など顧客の要望に応

じたシステムを開発しています。 

 また、ホームページ制作では、煩わしいインターネット

の接続から、サイトの運営、更新のアドバイスなど維持管

理についても、懇切丁寧に対応してくれます。 

 追浜地区の情報満載サイト「おっぱまタウン」も企画・

制作しています。 

 パソコンの導入やプロバイダ等の設定など初歩的な相談

にも、あ～きっと、たぶん、いや、必ず、心のこもった対

応をしてくれると思います。 

有限会社アーキット  
横須賀市汐入町2-5 

046(824)6630 
 http://www.archt.co.jp/ 

info@archt.co.jp 

今年の6月1日に、リニューアルした弊社のホームページ

の企画・制作から管理・運営をお願いしているアーキット

は、「心のこもったIT技術」で応えてくれるソフト開発会社

です。 



 地震が発生する確率 

 地震列島とも呼ばれるように、日本は非常に地震が多い

国であり、歴史的にみても、東海沖から四国沖の海底を震

源とする巨大地震（東海地震・東南海地震・南海地震）

は、いつ起きてもおかしくない状態にあるとされていま

す。 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会が「全国を概観し

た地震動予測地図」を作成しました。右上の日本列島は、

今後30年以内に震度6弱以上の地震が発生する確率を色別

けして示してあります。発生する確立の高い の地域が太

平洋側を中心に広がっています。現在のところ、確実な地

震予知が困難なことから、発生する確率の低い や の地

域に引越しをするか、過去に起きた地震を教訓にして、日

頃の地震への心構えを見直す以外に、有効な地震対策はな

さそうです。 
 

 阪神大震災や中越地震を体験した人の話しとして、簡単

にできる日頃の備えは、以下の通りです。 

 ・残り湯などの水を常に浴槽に張っておくこと。→断水 

  の時のトイレや洗濯の水として役立つ。 

 ・枕元に靴やスリッパを置いておくこと。→割れたガラ 

  スなどを踏まないで安全に避難できる。 

 ・懐中電灯やラジオなどに使う電池のサイズを調べ、買 

  い置きしておくこと。→すぐ使える状態にしておく。 
 

 東京消防庁が震災被害の軽減に向け作成した「地震に対

する10の備え」を右下に掲載しましたので、日頃の地震へ

の心構えとして、お役立てください。 

 人の手より、手すり。 

すまい造りメール 第44号  

 「人の手より、手すり。」という言葉は、住宅建材メーカーTOTOのユニバーサ

ルデザインに対する考え方のひとつで、手をさしのべることが暖かい手助けになる

ことは間違いないのですが、手すりがひとつあるだけで、自分の好きな時に、家族

に気兼ねなく、身の回りのことができる、精神的にも肉体的にも自由でいられるこ

とも大切であるという考え方です。すべての人にこのケースが当てはまるとは限り

ませんが、より快適に、より安全に、暮らすための大切な考え方だと思います。 

 手すりと一言で言っても設置する場所や部位によって、高さ、形状、素材などを

考慮する必要があります。今回は玄関アプローチ部分について、ご紹介します。 

 玄関から門扉にかけてのアプローチ部分は、外出時の出入りは勿論のこと、訪問

客の出迎え、新聞・手紙の取り込みなど頻繁に利用されるスペースですが、玄関と

アプローチ、アプローチと道路など段差が発生する場所でもあります。また、庭木

や玄関の佇まいを考慮しながら、風雨に耐える手触りの良い素材の手すりを選択し

たいものです。右の写真は、それらのご要望にお応えできる手すりだと思います。 

http://www.sano-k.net/ 

お問い合わせ 

 住まいに関する皆様の疑問や質問、お知らせしたいことや情報などがございましたら、ご連絡ください。また、クイズのご

回答もこちらにお寄せください。ハガキや封書、ＦＡＸ、メールでもお受けします。お名前とご連絡先を忘れずにご記入くだ

さい。正解された方の中から抽選で毎月１名の方に、その号に関連したプレゼントをお送りしています。尚、郵送の停止を希

望される場合や、バックナンバーやカラー版を希望される場合など、ご遠慮なく、お申し出ください。 

 皆様の「快適な暮らし」のヒントになることができましたら幸いです。 

〒237-0068 横須賀市追浜本町1-25 有限会社佐野工務店  宛   TEL 046(865)4010  FAX 046(865)6139 

▼ 地震に対する10の備え ▼ 

   ① 家具類の転倒・落下防止をしておこう 

   ② けがの防止対策をしておこう 

   ③ 家具や塀の強度を確認しておこう 

   ④ 消火の備えをしておこう 

   ⑤ 火災発生の防止対策をしておこう 

   ⑥ 非常用品を備えておこう 

   ⑦ 家族で話し合っておこう 

   ⑧ 防災環境を把握しておこう 

   ⑨ 過去の地震の教訓を学んでおこう 

   ⑩ 知識・技術を身についけておこう 
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コンクリートを解体しない

で、アンカーボルトで直接

固定した。 

AFTER 

BEFORE 

防災科学技術研究所のホームページ

www.bosai.go.jp 
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▼今後30年以内に震度6弱以上の地震が発生する確率▼ 


